






















































































































































いて “ 良い点数を取らないと怒られる ” と嘆く児童や、





























































ガティブ感情は、“ 怒り ”・“ 悲しみ ”・“ 不安 ”・“ イライ


































り受容感 ” とする）・２“ かなしくてないたとき、おうち
のひとは「なにかかなしいことがあったんだね」といっ
て、ぎゅっとしてくれる。”（以下、“ 悲しみ受容感 ” と
する）・３“ しんぱいなことがあるとき、おうちのひとは
「だいじょうぶだよ！」といって、ほっとさせてくれる。”
（以下、“ 不安受容感 ” とする）・４“ いらいらしたとき、
おうちのひとは「どうしたの？」と、はなしをきいてく
れる。”（以下、“ イライラ受容感 ” とする）・５“ いやな
ことがあるとき、おうちのひとは「なにかいやなことが
あるの？」と、はなしをきいてくれる。”（以下、“ 嫌気
受容感 ” とする）・６“ こわいことがあったとき、おうち
のひとは「こわかったね。だいじょうぶだよ！」と、あ
んしんさせてくれる。”（以下、“ 恐怖受容感 ” とする）・
７“ くやしいことがあるとき、おうちのひとは「いやなき
もちになったんだね」と、はなしをきいてくれる。”（以





か？ ”（以下、“ おしゃべり頻度 ” とする）という１項目
を追加した全８項目を筆者が独自に作成した。各項目内
容に児童自身が当てはまるかどうかについて、項目１・
４・５・７の回答方法は “ いつもきいてくれる ”・“ とき
どききいてくれる ”・“ あまりきいてくれない ”・“ ぜんぜ
んきいてくれない ”、項目２の回答方法は “ いつもしてく
れる ”・“ ときどきしてくれる ”・“ あまりしてくれない ”・
“ ぜんぜんしてくれない ”、項目３は “ いつもほっとさせ
てくれる ”・“ ときどきほっとさせてくれる ”・“ あまり
ほっとさせてくれない ”・“ ぜんぜんほっとさせてくれな
い ”、項目６は “ いつもあんしんさせてくれる ”・“ ときど
きあんしんさせてくれる ”・“ あまりあんしんさせてくれ
ない ”・“ ぜんぜんあんしんさせてくれない ”、８項目目
は “ いつもおしゃべりをする ”・“ ときどきおしゃべりを


































度に怖がって活動できないことがある。” という 10 項目
を設定した。さらに、尺度の妥当性を検討するための項
目として “ 学校生活に適応することができているように




る ” を４・“ ときどき当てはまる ” を３・“ あまり当ては







かどうかについて、“ 診断あり ”・“ 傾向があるように感





































































































しゃべり頻度は r ＝ .177（p<.05）で、ほとんど相関がな
い、悲しみ受容感とおしゃべり頻度は r ＝ .269（p<.01）
で、弱い正の相関がある、不安受容感とおしゃべり頻度
は r ＝ .266（p<.01）で、弱い正の相関がある、イライラ
受容感とおしゃべり頻度は r ＝ .313（p<.01）で、弱い正
の相関がある、嫌気受容感とおしゃべり頻度は r ＝ .292
（p<.01）で、弱い正の相関がある、恐怖受容感とおしゃ
べり頻度は r ＝ .315（p<.01）で弱い正の相関がある、憎



































































その結果、感情表現力未熟尺度との相関では r ＝ -.55
（p<.01）であり、中程度の負の相関がみられた。感情表


































.778 -.254 .456 1.322 .7000




.737 .144 .678 1.429 .7820
４ 集団行動をとるのが難しい。 .675 .136 .573 1.422 .7813
２ 些細なことでキレて、怒りが収まらない。 .580 .140 .444 1.201 .5196












.018 .552 .316 1.255 .6693























感情社会化不全尺度は t ＝ 1.376（n.s.）、感情表現力未
























































受容感 N 平均 標準偏差 t 値 有意水準
感情社会化不全尺度
高群 79 12.84 3.462
1.376 n.s.
低群 70 13.80 4.874
感情表現力未熟尺度
高群 79 9.05 2.722
1.975 p<.05
低群 70 10.20 4.141
感情表現力不全尺度
高群 79 3.78 1.327
-.828 n.s.














































































































Influence of Caregivers’ Sense of Acceptance Towards Children’s 
Expression of Negative Emotions
: Adaptation to School Life from the Perspective of Emotional 
Socialization
Hajime Okita
Hachioji City Kawaguchi Elementary School
　Behaviors suggesting the inability of 1
st
 grade elementary school children to control their own 
emotions have become an issue of concern in recent years. The authors have labeled behaviors 
of children with these characteristics “emotional socialization disorder behaviors”. The aim of this 
study was to verify the hypothesis that emotional socialization disorder behaviors in children are 
influenced by their caregivers’ sense of acceptance towards negative emotions. Focusing on 7 
emotions, including anger, sadness, anxiety, irritation, disinclination, fear, and animosity, a Caregiver 
Acceptance of Negative Emotion scale and a Child Emotional Socialization Disorder scale were 
created. Results showed that there was a high sense of acceptance for children with low scores 
on the Immature Expression of Emotion component of the Child Emotional Socialization Disorder 
scale. Additionally, children with a high acceptance of fear obtained low scores on both the Child 
Emotional Socialization Disorder scale and its Immature Expression of Emotion component. These 
results suggest that caregivers’ sense of acceptance towards negative emotions has an influence on 
the development of children’s expression of emotions.
Key words：negative emotion, caregiver, acceptance, emotional socialization, 1
st
 grade problems

